防災の視点を組み込んだ歳時記型郷土トランプの制作とその活用による住教育 by 田中, 麻里 et al.
防災の視点を組み込んだ歳時記型郷土トランプの制作と
その活用による住教育













Learning living environment by making and using indigenous playing cards 
based on year-round event including awareness of natural disaster
Mari TANAKA 1）, Hitomi KUBO 2）, Eriko ANBO 3）
1）Department of Home Economics, Faculty of Education, Gunma university
2）Nankitsu Junior High School, Maebashi city
3）Funakoshi Elementary School, Oga city
キーワード：防災、住教育、歳時記、郷土トランプ
Keywords : Disaster reduction, Living environment education,
Year-round event, Indigenous playing card
（2018年10月31日受理）
　It is important to learn regional characteristics of the living place for maintaining our living environment 
properly.　There are several educational tools to understand regional characteristics.　Making indigenous 
playing card is one of the good methods for learning regional characteristics.
　The purpose of this paper is to show the process to create indigenous playing card based on year-round 
event including awareness of natural disaster.　It is a collaborative integrated study with school children 
and university students.
　We organized workshop in Nanmoku village, Gunma prefecture.　The village is located with the 
border of the prefecture and surrounded by mountains.　They live close to the nature, sometimes, they 
faced natural disaster such as heavy snow and landslide caused by the typhoon.　We made the creative 
Nanmoku village playing card representation of the highly unique aspect of Nanmoku village having a 
perspective of disaster education.　Then we show effectiveness of living environment education by using 
indigenous playing card.
　Educational technique making indigenous playing card brings a lot of incentive, recognition and 
attachment to their living environment through various communications.　It has exciting prospect of active 
















































































































































































































































































































































































































































0 5 10 15
平成19年台風
平成26年豪雪
災害対応
その他の既往災害
その他
(人)
133防災の視点を組み込んだ歳時記型郷土トランプの制作とその活用による住教育
いに良い影響を与え合い、南牧村についての理解が深
まった。しかし、紹介したいものを暦の月と結びつけ
ることは、子どもだけでは、やや難易度が高かった。
大学生や大人のサポートを充実させること、暦の月と
結びつけやすい資料を用意しておくことなど、制作時
のさらなる工夫が必要である。
　歳時記型の郷土トランプを制作したこと、またこれ
を使うことで、南牧村の一年間の特徴を、遊びながら
学ぶことができる。学校では、地域学習の際のアイス
ブレイクや導入としての活用、絵柄の説明文を考える
活動など、様々な場面で取り入れることができる。ト
ランプに入っている解説文のカードをよみ札として絵
をかるたのようにとることもできる。また、地域のよ
さと合わせて自然災害についても学べることから、防
災教育での活用にも適している。
　今回の防災ワークショップでは、郷土トランプを使
うことによって、子どもたちは地域住民や大学生と交
流し、家庭で地域について話すことができ、郷土への
理解を深めることができた。また、地域で過去にあっ
た自然災害について身近な出来事として捉えることが
でき、自然災害についての理解を深めることができ
た。
　歳時記を取り入れた郷土トランプの制作や活用は、
地域の特徴を理解する教材としての可能性を持つ。ま
た、どのような地域でも実践可能である。自然災害の
危険性を含めて身近な住環境について理解を深める住
教育の手法として、郷土トランプおよびその制作は大
きな発展性や創造性を持つ。
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註
ⅰ　片田敏孝、金井昌信による釜石をはじめとする防災教育の
実践の中で指摘されている。参考文献１、２参照。
ⅱ　2018年１月現在（南牧村役場より）
ⅲ　例えば郷土トランプ「GUNMAトランプ」は、大学生が地
域について理解し、群馬の特徴について子どもたちに分か
りやすく伝えることをねらいとしている。テーマには、
群馬の山、人物、古墳、温泉、音楽家、利根川にかかる
橋、東照宮、尾瀬でみられる草花などがある。「Azuma・
Tomihiroトランプ」は星野富弘さんの詩画の原風景である
旧東村を紹介するものである。制作過程や内容については
参考文献３、５、６を参照。
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